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〈第 6 分科会〉

EdTech で推進する個別化教育
同志社女子大学 薬学部 教授  山本　康友

コーディネーター

○本分科会のねらい
AI を始めとする科学技術の進化、急速な少子高齢化の進行など、大きく変動する日本社会において、学

修者一人一人の可能性を最大限伸ばす教育が求められている。教育（Education）× 科学技術（Technology）
が EdTech であり、学生一人一人の特性に合った教育を、「きめ細かく」かつ「深く」提供できる可能性を
秘めている。本分科会では、教育産業界および大学から講師を迎え、AI 等の Technology が個々の学生の
可能性をどのように伸ばすことが出来るのか、具体例をご紹介いただくと共に、参加者間の意見交換を通
じて、今後の「個別化教育」について考える契機となることをねらいとした。

○報告の概要
　講演１：AI による個別最適学習と高等教育における活用事例
　atama plus 株式会社　大学・予備校支援事業部高大接続チームオーナー
　小城 擁ニ 氏

小城氏には、AI 教材を利用した入試用学習プログラム、入学前教育 / 初年次教育プログラムについてご
講演いただいた。atama plus 社の AI 教材で数学の入学前教育プログラムを利用した高校生のデータ解析
によると、年内入試で大学進学を決めた高校生のうち、理系学生では約 8 割が、文系学生では約 9 割が中
学数学まで遡って学習をしている結果であった。高校 3 年生でも中学数学の理解度が一部不十分であると
いう状況を意味しており、また遡り学習の単元も多岐に渡ることから、個別化教育の重要性が示された。
atama plus 社の AI 教材は、学習者一人ひとりの理解度を診断し、瞬時に個別最適学習カリキュラムを提
示することができる教材である。大学入試や入学前教育での本教材を活用したプログラム事例についても
ご紹介いただいた。

　講演２：EdTech を活⽤した新しい総合型選抜の在り⽅
　立命館大学　入学センター入学課　課長
　新井 昌明 氏

新井氏には、atama plus 社の AI 教材を活用した立命館大学の総合型選抜（AO 選抜）についてご講演い
ただいた。学部ごとにもつアドミッション・ポリシーを、入学後に求められる特に重要な学⼒素養を「単元」
単位で具体的に指定し、それを EdTech 教材で個別学習、修得することを出願要件として設定する総合型
選抜（AO 選抜）を、立命館大学では 2023 年度⼊試より導⼊している。これにより、高等学校での履修の
有無を問わず誰でも平等にチャレンジできる機会を生徒へ提供することで、多様な学習歴を持つ志願者も
集まった。「学部指定単元 AI 学習プログラム（通称：UNITE Program Ⓡ）」の受講→総合型選抜、と連携
させることで、受験生は高い学習意欲を持って学部が指定した科目の単元を EdTech で学習し、入学後の
学びにスムーズに接続出来ていることが紹介された。

　講演３：生成 AI と高校教育
　株式会社ベネッセコーポレーション VIEW next 編集部 統括責任者
　柏木 崇 氏

柏木氏には、高等学校における生成ＡＩの活用事例と、次期学習指導要領におけるＡＩの位置づけに関
してご講演いただいた。教育現場では当初は生成 AI を警戒する向きがあったものの、最近では国のガイド
ラインが示され、小中高での利用も普及してきたことが示された。高校生における生成ＡＩの使用割合は
年々高まっており、生成 AI 使用に対する高校教師の不安も近年は減少傾向にあるが、一方で課題やレポー
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トに生成 AI を不正に利用することに対する懸念は増加している状況が示された。高校における生成 AI の
取り組みはまだまだ発展途上だが、その中で積極的に活用している事例についてご紹介いただいた。ご講
演の後半では高等学校の学習指導要領について紹介があり、次期改訂では生成ＡＩの使用を前提として議
論が進んでいるということが示された。

　講演４：大規模私立大学における生成 AI と電子教科書を援用したデータサイエンス・AI 教育
　同志社大学 同志社データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会 委員長 ／文化情報学部 教授
　宿久　洋 氏

宿久氏には同志社大学の同志社データサイエンス・AI 教育プログラム（DDASH）における、NTT 西日
本と連携した生成 AI 活用型学習支援システム（DAIB）の開発・運用および授業実践についてご講演いた
だいた。講演では、AI への質問機能のほか、授業資料や授業動画の要約、設問作成、資料および動画のキー
ワード検索、さらに動画については検索結果に基づき必要な箇所のみを視聴できる機能など、受講生の学
習を効果的に支援する多様な機能を備えたシステムについてご紹介いただいた。今後はメタ認知チェック
や理解度確認問題を組み込んだ個別最適化学習へと展開していく予定であることが示され、生成 AI を活用
した先進的な取り組みについて、分かりやすくご紹介いただいた。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容

Q1：�DAIB で授業要約を利用することで、授業中の学習への動機づけが下がる懸念はないか。また、DAIB
の導入前と導入後で、学習効果にはどのような差が見られるか。

（宿久氏）：主観的な評価として、アンケートではポジティブな意見が多い。学習効果に関しては、プログ 
	� ラムを最後まで受講する人がほとんどであり、ドロップアウトする学生は少ない。また、元々「やら

されている」感が強い学生に対しては、学習しやすい機能を搭載することで、学習意欲を喚起している。

Q2：�入試のプロセスに atama plus 社の AI 教材を組み込んだ場合、受験生本人以外が（替え玉で）プログ
ラムを受講している懸念はないか。

（小城氏）：詳細まではお答えできないが、写真と学習データを解析することで、他人のなりすましを防止 
	 することが可能。

Q3：一般入試で入ってきた学生と比較して、UNITE Program で入学した学生の特徴は。
（新井氏）：ゼミ等ではリード役として他の学生をけん引する学生が多い。受け入れ学部の教員からは、入 
	 学後の学習意欲が高く、目的意識も具体的であるという声を伺うことも多い。

Q4：�合格後に入学前教育を実施するのと、入試プロセスの中で UNITE Program を実践するのとでは、ど
のような違いがあるか。

（新井氏）：atama plus 社の AI 教材を入試プロセスに組み込むことにより、各学部で必要とされる単元を 
	 明確化することができ、入試プロセスの中でアドミッション・ポリシーのさらなる可視化につながっ 
	 たと考えている。また、入学後の学びとの一体性も高まり、各学部における学びの内容を高校生に伝 
	 えやすくなった。

Q5：�「生成 AI の使用が疑われる不正な提出レポート」に関して問題が生じていると回答した教員の割合は、
2024 年と 2025 年を比較すると、中学・高校教諭では増加している一方、大学教員では低下している。
このような差が生じた理由は何か。

（柏木氏）： 確かに大学教員では割合は低下しているが、この点に対する懸念が減少したというよりも、む 
	� しろ問題意識の所在が変化した結果であると考えられる。具体的には、「生成 AI に関する教員自身の

知識不足」や、「生成 AI のどのような利用が不正行為に該当するのかという判断基準」に関心が移行
していることが背景にあると考えられる。
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Q6：レポートの不正行為の定義とは。また、AI 時代にレポートで学習の定着を図ることは可能なのか。
（柏木氏）： 生成 AI を使用した場合には、レポートの中でどの部分で使用したのかを明記させるほか、生成 
	� AI に入力する前のドラフトを提出させる。また、生成 AI の回答をどのように検証したのか、あるい

はそこからどのようにアイデアを発展させたのかについても記述させる。こうした観点を評価基準に
組み込むことで、生成 AI を活用した場合であっても適切な評価が可能であるとする事例が示されて
いる。

（宿久氏）： turnitin 社と tyton 社の合同調査では、生成 AI を利用している学生は 2023 年では 43% であっ 
	� たのが、2024 年では 59% と増加している。また、学生の 50% が、学内で禁止されている場合でも授

業や課題で生成 AI を利用したいと考えている。そういう状況において、今後の方向性としては「過
程を記録させる」という考え方が出てきている。レポート作成において、どのくらいの時間をかけたか、
外部からのどのような情報を入力したか、どの段階で AI を使用したのか、そのログごと提出させて
評価する、という考え方である。Turnitin 社の Feedback Studio というソフトウェアに、それらを評
価する機能が搭載されている。

Q7：ご紹介いただいた生成 AI は有料版か。
（宿久氏）： 講演で紹介したものは有料版。
（柏木氏）： 講演で紹介した事例の多くは、生徒は無料版を使用していると思われる。
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スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

ⓒ atama plus Inc.

年内入試生のつまずき －入学前教育での遡り学習（理系：数学）

6

データ2 理系学生のうち8割以上が中学数学、2割弱が算数に遡り

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析

※高校数学学習者に対して
遡り学習をした人数の割合

ⓒ atama plus Inc.

高校生が抱える”つまずき” －高1生の数学の学習

5

データ1 高1生の3人に2人が中学以前の範囲につまずき

弊社AI教材で高校数学を学習した高1生のユーザー約10,000人を対象とした調査結果

出所：atama＋EdTech研究所調べ [https://edtech-research.com/data/21edtech/]

学習データで探る学生の実態

ⓒ atama plus Inc.

本日は以下の内容を具体事例を交えてご紹介します。

• 学習データで探る学生の実態

• 個別最適学習の仕組み

• 大学教育における基礎学力の担保・補完の事例

• 学習データの活用可能性

3

本日の内容

ⓒ atama plus Inc.

弊社概要

社名    ：atama plus株式会社

Mission ：教育に、人に、社会に、次の可能性を。

事業内容：AI教材の開発
塾・予備校および大学での活用支援

正社員数 ：120人（25/4時点、プロダクト関連が中心）

AI教材の導入／活用実績：
・全国の塾・予備校4,500教室以上で利用
・駿台予備学校と共同で提供しているオンライ
ン模試で1100校以上、累計50万人以上が受験

立命館大学様で23年度入試から活用が始まり、
入試用学習、入学前教育、初年次教育を全国に展開中
※ご導入大学の一部抜粋

会社紹介 高大接続プログラム導入実績

2

受賞歴
2020年度 日本e-Learning大賞 受賞
（後援：文科省、経産省他）

青山学院大学

経済学部のみ

A Iによる個別最適学習と
高等教育における活用事例

a t a m a p l u s株式会社

小城　擁ニ　atama plus 株式会社
　　　　　　大学・予備校支援事業部高大接続チームオーナー
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12

ⓒ atama plus Inc.

中学理科・中学数学への遡り単元(上位)

12

中学数学 算数

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析ⓒ atama plus Inc.

年内入試生のつまずき －入学前教育での遡り学習（化学）

11

データ5 物理同様、中学理科だけでなく数学、算数への遡りも多い

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析

※高校化学学習者に対して
遡り学習をした人数の割合

ⓒ atama plus Inc.

物理学習者の中学数学・算数への遡り単元(上位)

10

中学数学 算数

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析ⓒ atama plus Inc.

年内入試生のつまずき －入学前教育での遡り学習（物理）

9

データ4 中学理科だけでなく数学、算数への遡りも多い

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析

※高校物理学習者に対して
遡り学習をした人数の割合

ⓒ atama plus Inc.

年内入試生のつまずき －入学前教育での遡り学習（文系：数学）

8

データ3 文系学生のうち9割弱が中学数学、3.5割が算数に遡り

出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析

※高校数学学習者に対して
遡り学習をした人数の割合

ⓒ atama plus Inc.

中学数学の遡り単元(上位)

7出所：入学前教育での弊社教材活用データを基に分析

127



スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18

ⓒ atama plus Inc.

個別最適カリキュラム作成：コンテンツの出しわけ

18

理解度に応じて、単元・講義/演習を出しわけた最適・最短ルートを自動作成

ⓒ atama plus Inc.

個別最適カリキュラム作成：理解度診断

17

知識ネットワークに基づき、学習者一人ひとりの理解度を診断

ⓒ atama plus Inc.

コンテンツ×レコメンドエンジンによる個別最適な学びを提供

16

• 単元構成、講義動画・問題/解説など
「教材の中身」そのもの

• 学習品質に大きく影響するため、
学習ステップの細分化や講義・解説
の充実が重要

コンテンツ

• 学習者一人ひとりの得意/苦手が異な
るなか、「何から・どの難度で」
学習すべきか特定するシステム

• 単元同士の繋がりをきめ細かく設計
して精度を磨きこむことが重要

レコメンドエンジン

教科書執筆者等の有識者の知見

ⓒ atama plus Inc.

弊社の教材は、どのようなAIか？

15

創業者・CEOの稲田が実際に学習塾で指導しながら、
「優秀な先生」の思考・指導のエッセンスを抽出し、AI教材で再現したことが始まり。

「優秀な先生の脳」をAI化して開発したシステム教材

優秀な先生

この生徒はこの単元の理解が良くないな…
以前に学習した関連単元の理解が未熟なのかな
その関連単元のインプットから再挑戦するのが良いかな
再挑戦の難易度はこのくらいが良いかな etc…

AI教材

Confidential

学生の理解度や、学生自身も気づいていない
弱点、ミスの傾向などをAIが完全解析。
人間には不可能なレベルの分析力で
最短で「できる！」に導きます。

弊社のA I教材とは

A Iが1人ひとりの生徒にあわせた
「自分専用カリキュラム」を作成

14

個別最適学習の仕組み
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スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24

学習データの活用可能性

ⓒ atama plus Inc.

入学前教育、初年次教育で活用する価値

23

 年内入試生の基礎学力不安を解消して入学を迎えられる

 基礎学力不足により大学の講義についていけずに退学に繋がるリスクを下げられる

 学習データにより、プログラム内容の改善、入学後の学習支援を可能とする

ⓒ atama plus Inc.

入学前教育、初年次教育での活用

22

 入学生の学力の幅が以前よりも大きくなり、教員がフォローしきれない/
負担が大きくなっている

 学部学科の学びに必要な数学II/Bを高校で履修していない入学生が一定数いる

 入学前教育の結果を大学の教育に活かせていない

 入試で問えていないが、入学後の学習で必要な学力を補完したい

よくお伺いする課題感

ⓒ atama plus Inc.

入試プロセスで活用する価値

21

 既存の入試形式だとチャレンジできなかった受験生に間口を広げられる

 過去の履修歴によらず、大学の学びに直接必要となる単元粒度での理解を担保
できる

 学習データに基づき、プログラム内容を改善できる

ⓒ atama plus Inc.

入試での活用

20

全ての指定単元が修得できるまで
何度でもチャレンジできる！

総合型選抜等の年内入試の出願資格として、AI教材を活用

プログラム
応募

指定単元
学習

入試用学習プログラム

修得
(出願資格獲得)

出願

大学での選抜

選考 合格発表大学教育における基礎学力の担保・補完の事例
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スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30

ⓒ atama plus Inc.

ご導入大学 ※公表許可を頂いている大学の抜粋

30

青山学院大学

経済学部のみ

第一薬科大学

ⓒ atama plus Inc.

大学の授業準備での活用事例

29

入学前教育で、修得するのに時間
がかかった単元を把握して
大学の講義で補足説明する等、
学習データを活用して授業の質を
向上されている事例もある

ⓒ atama plus Inc.

学習データによる入学前教育プログラムの改善 例

28

付属校に対して前年度の入学前教育の学習データを示して
学習促進を依頼

ⓒ atama plus Inc.

学習データ －学生個別データ 例

27

ⓒ atama plus Inc.

学習データ－遡り学習の傾向 例

26ⓒ atama plus Inc.

個別最適×学習データ活用で基礎学力を大学の学びへ接続

25

基礎学力不安の解消、基礎指導時間の削減により教育の質向上へ

基礎学力 専門学力

基礎学習データ

入試/入学前/リメディアル
プログラム改善

個別最適学習 基礎学力習得
不安なく専門教育へ

専門教育・意欲向上
サポートへ注力

基礎指導時間
削減

大学LMS

データに基づく
個別フォロー 教育の質向上
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スライド 31 スライド 32

AIで、一人ひとりに、最短で「わかる！」を。

ⓒ atama plus Inc.

ご清聴ありがとうございました。

登壇内容のお問い合わせについては、下記からお願いします

31

URL：https://corp.atama.plus/service/for-universities/

「atama＋高大接続」で検索するとトップに出てきます
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2023年度

入試

2024年度

入試

2025年度

入試

2026年度

入試

2027年度

入試

経済学部

スポーツ健康科学部

食マネジメント学部

薬学部 政策科学部

総合心理学部

生命科学部

情報理工学部

産業社会学部

デザイン・アート学部

UNITE Program 採用学部の変遷

65

atama plus社との共同研究会の設置と設定テーマ

2020年12⽉22⽇ 学校法人⽴命館と atama plus株式会社が、AI や学習データを活⽤し、
「新しい高大接続と入試の在り方を考える共同研究会」を設⽴。まず研究テーマとして3つの柱を設定。

（１）附属校生の学内推薦合格後の基礎学⼒定着モデル構築
⽴命館大学に内部進学する附属校生（特に理系進学者）を対象とした基礎学力定着への実践

範囲を大きくし、入学前教育の在り様についての検討を強化

（２）学習歴を踏まえた新たな入試企画の検討
探究型の学びを行ってきた生徒の基礎学力と学習歴を踏まえた入試企画
学部のアドミッションポリシーに合致する基礎学力の確かな修得と意欲や活動を評価する

具体施策として学部指定単元AI学習プログラム（UNITE Program）を実施

（３）オンライン入試のプラットフォームの開発
地域によらず受験機会を提供できる形の検討 4

・基礎学力か意欲・ビジョンかではなく、どちらも重要
・大学の学びと高校の教科学習のつながりをもっと明確化できないか
（その学部でやりたいことを実現するためには、教科、科目の中でも特にここが重要）
・本当にやりたいことを見つけて、本気のやる気になってからでもチャレンジできる入試の
有り様とは？
・履修主義でなく、修得していることを一般選抜以外で測ることができないか
・総合型選抜、学校推薦型選抜の学生自身が持つ不安
・子供たちの学習歴を踏まえた新たな入試形態の検討（入試そのもののDX）

この他にも複数の問題意識を抱えながら、解決できる方法を模索していた

問題意識

3

➊UNITE Program導入の背景

❷UNITE ProgramおよびAO選抜について

❸UNITE Program実施結果および到達点について

2

EdTechを活用した
新しい総合型選抜の在り方

立命館大学入学センター 入学課 新井 昌明

1

新井　昌明　立命館大学 入学センター 入学課 課長
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

AO選抜入試の概要（2025年度入試）

11

UNITE Program;2025年度入試 実施結果概要

10

UNITE Program
学習指定単元と学部の学びとの関連性（例：情報理工学部）

9

UNITE Program
学習指定単元と学部の学びとの関連性（例：経済学部）

8

■概要
2023年度総合型選抜 AO選抜入学試験（2023年4⽉入学）から開始。
「学部指定単元AI学習プログラム（通称：UNITE Program）」で各学部が指定する数学の単元を学習し、
プログラムを修了することが、対象のAO選抜への出願要件として設定している。

■実施学部
（文系）
政策科学部、総合心理学部、
経済学部、スポーツ健康科学部、
食マネジメント学部、デザイン・アート学部
（理系）
情報理工学部、生命科学部、
薬学部

■対象
実施年度末の3⽉31⽇までに
高等学校等を卒業・卒業見込みの者

UNITE ProgramからAO選抜入試までの流れ

7
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© Benesse Corporation

生成AIにかかわる教育動向

時期 生成AIにかかわる教育動向
2022年11月 OpenAIがChatGPTを公開

2023年１月 アメリカ・ニューヨーク市の公立学校がカンニングの懸念
から、ChatGPTの利用を禁止する

2023年２月 アメリカ等の大学で学内AIポリシーが急速に作成され、
高等教育でのガイドライン整備が始まる

2023年５月
東京大学が授業でのAIツール利用に関する方針を公表。「一
律禁止はせず、授業ごとに扱いを決める」「AI生成テキスト
はそのまま提出することは不正」などを明示する

2023年５月 ニューヨーク市の公立学校が生成AIの利用禁止措置を撤回

2023年７月 文部科学省が初等中等教育向けの暫定的ガイドラインを公表

2024年12月 文部科学省が初等中等教育向けの暫定的ガイドラインを改訂

2025年５月 東京都が全都立学校で生成AIを活用した学習を開始すること
を公表

生成AI普及の契機

教育への利用に対する懸念

大学がガイドラインを作成し、
利用制限が緩和

国のガイドラインが公表され、
小中高での利用が普及

4

© Benesse Corporation

高校における生成AI活用の現状と課題

3

© Benesse Corporation

本日、お話しさせていただく内容

高校における生成AI活用の現状と課題

高校における生成AI活用の事例

生成AIと次期学習指導要領

弊誌で取り上げた、高校における生成AIの活用事例などをご紹介しながら、上記の３点を通じて、
生成AIが高校現場や次期学習指導要領にどのような影響をもたらしているのかを、

ご報告申し上げます。

2

© Benesse Corporation

『VIEW next』高校版
（高校教師対象・年５本発刊）

『VIEW next』教育委員会版
（教育委員会対象・年３本発刊）

学校教育情報誌 教育情報ウェブサイト

３つのメディアを通じて教育情報・オピニオンを発信

（学校関係者・保護者・教育に関心のある一般の方対象）

ベネッセの教育情報メディア のご紹介

【コンセプト】
学校の今に寄り添い、教育
委員会とともに未来を描く

【コンセプト】
先生方と共に創る

教育情報＆オピニオン誌

1

© Benesse Corporation

自己紹介

1999年ベネッセコーポレーション入社。
進研ゼミ高校講座の事業を行う部署に配属され、
大学受験生向けの国語教材の企画・編集に携わる。

その後、高校１・２年生向け国語教材、数学教材の企画・編集を経て、
2012年、ベネッセ教育研究開発センター（現・ベネッセ教育総合研究所）に異動し、
高校教師向けの教育情報誌『VIEW21』高校版の企画・編集を担当。

2013年７月より、『VIEW21』高校版編集長。
2018年４月より、『VIEW21』高校版、教育委員会版を統括するVIEW21編集部統括責任者。
2021年４月より、現職。

年間100名以上の高校教師を取材し、現場の実践を始めとする教育情報と、
これからの学校教育のあり方を問うメッセージを発信している。

公益社団法人 全国工業高等学校長協会「工業高校生の専門的職業人として必要な資質・
能力の評価手法の実践研究」運営委員（2018年～2022年）。

経済・金融教育にも関心があり、プライベートではその普及活動にも力を入れる。
１級ファイナンシャル・プランニング技能士、CFP®認定者。

VIEW next編集部
統括責任者
柏木 崇

0

© Benesse Corporation

2025年度第31回FD・SDフォーラム
第６分科会「EdTech で推進する個別化教育」

生成AIと高校教育

株式会社ベネッセコーポレーション
学校カンパニー 教育情報センター

VIEW next編集部 統括責任者
柏木 崇

柏木　崇　株式会社ベネッセコーポレーション
　　　　　学校カンパニー 教育情報センター
　　　　　VIEW next 編集部 統括責任者
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© Benesse Corporation

高校生の生成AIを利用した学習上の問題行動

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

生成AIが出力した結果を
コピー＆ペーストして提
出することは不正行為で
あることを高校生は６割
強が知りながら、実際に
３割強が提出してしまっ
たことがあると回答。

2024年と25年を比較す
ると、その傾向は強まっ
ていることが分かる。

10

© Benesse Corporation

学校現場で生じていると高校教師が認識している、生成AIに関連する問題

2024年・25年ともに、学校現場で生じていると高校教師が認識している、生成AIが関連する
問題のトップ２は「生成AIの使用が疑われる不正な提出レポート」と「生成AIに対する教員の
知識不足」。
ただ、多くの問題が24年よりも25年が減少している中で、「生成AIの使用が疑われる不正な
提出レポート」の問題が大幅に増加している。

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

9

© Benesse Corporation

高校教師の生成AI利用目的

2024年・25年ともに、高校教師の生成AIの利用目的のトップ３は「授業資料や教材の作成」
「情報の収集」「テスト問題・設問の作成」となっている。ただ、他の利用目的も軒並み増加
しており、より多様な目的で生成AIが利用されていることが分かる。

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

8

© Benesse Corporation

高校生の生成AI利用目的

2024年・25年ともに、高校生の生成AIの利用目的は「授業の課題やレポートの作成」が
約６割と最も多く、次いで「情報の収集」「外国語の翻訳」（ともに約３割）となっている。

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

7

© Benesse Corporation

高校教師の生成AI利用状況

あなたは生成AIを使用していますか？
2024年 2025年

あなたは生成AIを１週間のうち、どのくらい使用していますか？

2024年 2025年

高校教師の生成AI活用率は、
2024年では２割にも満たなかっ
たが、約３割に増加（円グラフ）。

活用頻度は「週に１回未満」の
割合が減少し、「週に１回」以上の
割合が増加（棒グラフ）。
活用頻度も高まっている。

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

大学・大学院
教員は
Yes 48.5%

大学・大学院
教員は
Yes 36.8%

6

© Benesse Corporation

高校生の生成AI利用状況

あなたは生成AIを使用していますか？
2024年 2025年

あなたは生成AIを１週間のうち、どのくらい使用していますか？

2024年 2025年

高校生の生成AI活用率は、
2024年では約３割だったのが、
25年には約５割に増加（円グラ
フ）。

活用頻度は「週に１回未満」の
割合が減少し、「週に１回」以上
の割合が増加（棒グラフ）。
活用頻度も高まっている。

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

大学・
大学院生は
Yes 66.6%

大学・
大学院生は
Yes 34.9%
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【生成AI活用事例】教科学習（数学）－私立静岡サレジオ中学校・高校神谷隼基先生

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2023年12月号

「数学Ⅰ」の三角比の単元で指導案を作成した手順 神谷先生は数学の指導案の作成に生成AIを活用。
「問題解決型学習」「デジタル・タキソノミー
（＊１）に沿った課題」などの条件を入力する
と、生成AIが条件に沿って複数の提案をしてく
れる。汎用性が高いものができるため、目の前
の生徒に合わせて練り上げることに時間をかけ
ることができている。

＊１ 教育目標を分類・評価する枠組み「ブルー
ム・タキソノミー」をデジタル化に応じて拡張・
再解釈したもので、2007年にAndrew Churchesに
より提案された。

一から指導案を作成するよりも圧倒的に
効率がよく、生成AIが提示する情報には
自分にはない発想が含まれることがある
ので、指導の幅が広がるというのも、生
成AIを活用する利点の１つです。

16
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【生成AI活用事例】教科学習（地理）－宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校上田聖矢先生

＜上田先生が以前抱えていた課題＞

●小単元ごとに教師がクラス全員に共通の問いを提示していたが、
教科書の内容を網羅的に説明するグループがあるなど、問いが
生きて働く知識の獲得につながっていないと感じることがあった

●その原因は、各グループが深く学んだ内容と教師が出したクラス
共通の問いがかみ合っていないことにあった

生成AIの活用

生徒がグループ内で共有した知識を音声入力したデータを生成AIに
正誤判定させた上で、答えが定まる問いを１～２個、答えが１つで
はないオープンエンドな問いを１個、生徒に提示するように指示

●生成AIは生徒たちが学んだ内容を踏まえて問いを
作成するため、生徒たちにとって学びが深まる
適切な問いに

●生徒の解答も冗長にならず、問いに対して的確な
ものとなった【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2026年２月号

15
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【生成AI活用事例】教科学習（国語）－埼玉県立朝霞高校定時制課程浅見和寿先生

国語と「総合的な探究の時間」の教科横
断の単元の４時間目に、生徒に「本校を
よくするために、生徒がすべきこと」に
ついて話し合わせた後、同じテーマで、
生成AIが作成した意見と浅見先生が作成
した意見を、作成者を伏せて示し、生徒
に「学校のことを最もよく考えている意
見」を選ばせる活動を行った。

生成AIの意見と人間の意見を注意深く
比べて両者の違いを感じることができ
れば、生徒は人間が考える意味を理解
して、学習意欲を高めるのではないか
と考えました。

「学校のことをよく分
かっている」「内容が
具体的で、本気で学校
のことを考えている」
といった理由で、多く
の生徒が人間の意見を
選んだ。

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2023年12月号

14
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高校における生成AI活用の事例

13

© Benesse Corporation

探究学習に組織的に取り組む学校が半数を超える
デジタル人材の育成や生成ＡＩの活用には組織的に取り組めていない学校が多い

＊ベネッセコーポレーション「2025年度新課程および教育活動全般に関する調査」より。 2025年度は734校、2024年度は870校、2023年度は880校より回答をいただいた。

教育活動全般の取り組み状況の変化

2023年から2025年にかけて最も取り組みが進んだのは「探究的な学習の実践」であり、2025年では半数を超える学校で組織的な取り組みがなされている。また、2025年
の調査から尋ねた項目について、組織的な取り組みと多くの先生の取り組みの回答率の和をみると、「デジタル人材の育成」は28％、「生成ＡＩを用いた教育活動」は９％
となり、一部の先生の取り組みにとどまっている様子がうかがえる。

高校では生成AIの活用は組織的な取り組みにはなっていない
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組織的な取り組み 多くの先生の取り組み ごく一部の先生の取り組み 未着手 不明
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高校生の生成AIを利用した学習上の課題

【出典】仙台大学AI研究チーム「学生と教員を対象とした生成AIの教育利用状況と意識に関する全国調査 2024年－2025年比較調査」（2025年10月）

生成AIが書いた文章の
引用の仕方やファクト
チェックのやり方を知
らない高校生は依然と
して多い状況。

それらの指導をしっか
りと行っていくことが、
教師が取り組むべき課
題の１つと言える。
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【生成AI活用事例】進路指導－私立九州国際大学付属高校桑野健太郎先生

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2023年12月号

生成AIを活用した志望理由書・小論文指導 桑野先生は生徒が作成した志望理由書や小論文などを、生成AIを活用
して吟味、添削し、生徒にフィードバックしている（左図）。

具体的にはまず、生徒が作成した志望理由書や小論文を生成AIに添削
させる。生成AIが添削した文章は冗長だったり、裏づけのデータが古
かったりして、そのまま使えないこともあり、そうした場合は、桑野
先生が具体的な指示を添え、生成AIにやり直しをさせる。そのように
して生成AIと練り上げた文章を生徒に返却する。

返却時には、生成がAIが作成した文章をそのまま受け入れるのではな
く、根拠となるデータが正しいものであるかどうか、自分が伝えたい
ことがしっかりと盛り込まれているか、生徒自身が検証するよう、桑
野先生は生徒と対話するようにしている。

複数の教師で何日もかけてチェックしなく
ても、生成AIを活用することで、客観性の
高いフィードバックが短時間で可能になっ
た分、生成AIの添削を間に置いた生徒との
対話に時間をかけています。

22

© Benesse Corporation

【生成AI活用事例】探究学習－岡山県立瀬戸高校

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2024年10月号

探究学習の過程 生成AIの役割

課題の設定
（Find）

生徒が興味・関心のあることを入力すると、生成
AIは経済や環境、文化など、様々な視点の課題を
提示

情報の収集
（Receive） 生成AIがe-Statなどからデータを見つける

整理・分析
（Think） 見つけたデータを生成AIが分析

＜同校が探究学習において抱えていた課題＞

●生徒が設定する課題が食品ロスや犬猫の殺処分、
アフリカの貧困など、多岐にわたり、大半が
教師の専門外。

●浅い課題設定にとどまりがち。

●発表では提案の根拠となるデータの提示を重視
しているが、教師だけでは十分な支援ができて
いない。

●自校で育成を目指す資質・能力と探究学習の
各過程で育む資質・能力を紐づけた上で、
各工程で生成AIを活用するためのプロンプトを
開発。

●生成AIを、「使うもの」でも「任せるもの」
でもなく、新しい価値や知識を生徒と「共創
するもの」と位置づける。

同校が育成を目指す
「瀬戸高 ６つの力」

21
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【生成AI活用事例】探究学習－三重県立名張青峰高校

生徒が安心して生成AIを使えるよう、
作成した「生成AIを使う上での大切な心得」

探究学習の各プロセスにおいて生成AIに
ヒントを提案させるためのプロンプト集生徒の興味・関心は多

岐にわたるため、探究
するテーマによっては
教師が専門的な助言を
できない場合も。

そのような時に生成AI
を活用し、生徒は取り
組む課題に関する情報
や、自分が持てていな
かった視点からの情報
を得ている。

生成AIはあくまでも補
助的に使うものであり、
何らかの情報を得たと
しても、最終的には自
分で物事を判断する必
要があることを強調し
て生徒に伝えています。

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2025年９月号

三重県立名張青峰高校
向山明佳先生

20
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【生成AI活用事例】教科学習（英語）－広島県立三原高校山本大輔先生

山本先生は、生成AIに英作文を添削させるための指示文を作成し、生徒に
生成AIによる添削を経験させている。

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2024年10月号

生徒が使える英語のレベ
ルを適切に設定し、「学
習者を励ますように」と
いったプロンプト（※）
を加えることで、生成AI
は生徒にとって信頼でき
る添削者、そしてコミュ
ニケーションの相手にな
ると考えています。

19
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【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2024年４月号

●素材文を生徒の英語のレベルに応じて書き直す
リーディングの素材文として扱った「１日に
見る広告の数」はChatGPT で作成。テーマに
合った素材文はあったが、同校の生徒にとって
は少し難しい英文だったため、ChatGPTを活
用しながら CEFR の A2 レベルの英文に書き
直した。

●生徒の英語のレベルに合わせた作問
リーディングの問題は、ChatGPT に以下のプ
ロンプトを入力して作成。生徒の英語のレベル
に合った作問ができている。

ChatGPT は進化途中のものですし、あ
くまでもツールの１つです。

ChatGPT が作成したルーブリックや模
範解答などは私が必ず内容を確認して、
プロンプトを修正して作り直したり、
自分で修正したりした上で活用してい
ます。それでも、自分でゼロから作成
するよりも、労力は大幅に軽減されま
す。

ChatGPT の活用によって捻出できた時
間は、生徒とのコミュニケーションや
教材研究などに充てています。

【生成AI活用事例】教科学習（英語）－私立東北文教大学山形城北高校 Joshua Pako 先生18

© Benesse Corporation

【生成AI活用事例】教科学習（英語）－私立東北文教大学山形城北高校 Joshua Pako 先生

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2024年４月号

＊１同校では毎年９月に城北祭（文化祭）を開催しており、
夏季休業中に行う準備は担任、生徒ともに負担が大きかった。
そこで、クラスの出し物の検討を教科学習と関連させて行う
ことをパコ先生が学校に提案。了承され、本単元を作成した。

授業で扱う素材文のレ
ベルの修正やテストの
作問、学習評価など
ChatGPT を活用し、
業務の効率化を図って
います。

●模範解答もChatGPTで作成
模範解答は、生徒が作成した提案書を
Google レンズで撮影して文字データ
に変換し、それを基に ChatGPT で
CEFR の A2 レベルの英文を作成。生
徒はパコ先生の添削とともに、自分が
作成した提案書を基にした模範解答を
受け取った。そのフィードバックの方
法は、「自分が作成した英文をより
具体的に振り返ることができる」と、
生徒から好評。

●提案書のルーブリックをChatGPTで作成
提案書のルーブリック（図２）を、次の
プロンプトを ChatGPT に入力して作成。
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生成AIと次期学習指導要領

28
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【参考】生成AIパイロット校

【出典】文部科学省「リーディングDXスクール」サイト

●令和５年度生成AIパイロット校の事例

●令和６年度生成AIパイロット校の事例

リーディングDXスクール生成AIパイロット校｜令和5年度｜リーディングDXスクール

リーディングDXスクール生成AIパイロット校｜リーディングDXスクール

27
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【まとめ】ケース・シーン別の生成AIの活用場面

生徒による生成AIの活用

□ 情報の収集

□ 自分の意見・考えの壁打ち

□ 記述問題の解答や英語のライティング、小論文等の添削

□ 音声チャット機能を使った英会話、面接・プレゼン練習

□ 探究学習（課題の設定、情報の収集、整理・分析、
まとめ・表現）

□ 発展問題・類似問題の出題

【生徒の生成AI活用にあたっての留意点】

●生成AIは答えを得るためのツールではな
く、思考を深めるための学習パートナー
として位置づける

●生徒の思考力や表現力、創造力の育成の
観点からも、最初のアウトプットは生徒
が自力で行わせるようにしたい。そのア
ウトプットの助言役として生成AIを活用

●生成AIが生成する情報や回答にはハルシ
ネーションや偏りがある可能性があるこ
とから、生成された情報や回答をうのみ
にせず、批判的に見て、出典の確認や複
数の情報源の参照など、ファクトチェッ
クを徹底させる

26
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【まとめ】ケース・シーン別の生成AIの活用場面

教師による生成AIの活用

校務 授業 □ 指導案の作成

□ 教師の説明の補完

□ ワークシート等の教材の作成

□ 教育的に有用な誤文の作成

□ １つの考えとして示す回答・解答の作成

□ 授業アンケートの作成と回答結果の分析

□ テスト問題の作成

□ 小論文等の課題の添削

□ 進路指導のシミュレーション

□ 学年通信、学級通信、保護者通信等の作成

□ 指導要録・調査書の作成（所見欄の素案の作成）

□ 職員会議等の会議の議事録の作成

□ メールの文面の作成

□ 情報の収集

□ サマリー（要約）の作成

□ データの分析

25
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【生成AI活用事例】教師の指導力向上支援－東京都狛江市教育委員会 ※小・中学校事例

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』教育委員会版2025年Vol.２

狛江市教育委員会は、企業との対話を通じて、企業ではデジタルによる情報共有や生成
AIの活用を推進し、効果的・効率的に業務を進めていることを知り、公教育と民間との
ICT活用の差を痛感。教育現場でも早急にICT環境を整えなければならないと考え、協
定企業も含め、複数の企業と連携したDXの推進に動き出した。

その具体策の１つが、教員の問いに生成AIを活用して回答するシステムの運用（下図）。

＊ RAGはRetrieval Augmented Generationの略。外部の最新情報や社内データなど、根拠となる情報を
参照して回答を生成するＡＩ技術。

東京都狛江市教育委員会
柏原聖子教育長

本システムは、教員が質問を入力
すると、引用元を示した上で回答
してくれます。調べものも、以前
は数週間かかっていことが数時間
で済むようになりました。

24

© Benesse Corporation

【生成AI活用事例】会議－私立静岡サレジオ中学校・高校神谷隼基先生

会議の議論を生成AIでロールプレイ

自分では想定が難しい異なる立場からの
意見を事前に知っておくことで、実際の
会議で意義ある提案ができます。

【出典】ベネッセコーポレーション『VIEW next』高校版2023年12月号
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概念習得や深い意味理解を促す学習指導要領にするための方策

１）各教科等の「中核的な概念等」を中心に、学習指導要領の
目標・内容の一層の構造化を図る

２）目標・内容の構造を学習指導要領で示す際は、表形式や
箇条書きを積極的に活用する

１）各教科等の「中核的な概念等」を中心に、学習指導要領の
目標・内容の一層の構造化を図る

34
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次期学習指導要領は３つの方向性の下で検討

【出典】
令和７年９月25日中央教育審議会
教育課程企画特別部会「論点整理」

現行の学習指導要領で目指し
ていることの一層の具現化・
深化を図る

多様な個性や特性、背景を有
する子どもが多くなっている
実態に向き合う

教育課程の実施に伴い、教師
に過度な負担・負担感が生じ
ないようなあり方を追究する

現行の学習指導要領を内容面・運用面においてアップデートする

33
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2025年９月末、学習指導要領の次期改訂に関する「論点整理」が取りまとめられた

本日は本「論点整理」と各ワーキンググループの議論の内容を基に、
次期学習指導要領の検討状況（中でも生成AIがかかわる点）についてお伝えします

【出典】
令和７年９月25日中央教育審議会
教育課程企画特別部会「論点整理」
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諮問文に見られる生成AIに関する記述

生成 AI などデジタル技術の発展は、変化に伴う
困難や負担を個人や社会に強いるだけではなく、
多様な個人の思いや願い、意志を具現化し得る
チャンスを生み出している側面もあります。生産
年齢人口が急減する中、テクノロジーを含むあら
ゆる資源を総動員して、全ての子供が多様で豊か
な可能性を開花できるようにすることが、我が国
の未来のために不可欠です。

社会の状況（抜粋）

二点目として、習得した知識を現実の事象と関連
付けて理解すること、生成 AI には扱えない概念
としての知識の習得や深い意味理解をすること、
自分の考えを持ち、根拠に基づいて他者に明確に
説明すること、自律的に学ぶ自信がある生徒が少
ないこと等に依然として課題が見られます。

課題（抜粋）

生成 AI が飛躍的に発展する状況の下、個別の知識の集積に止
まらない概念としての習得や深い意味理解を促すとともに、
学ぶ意味、社会やキャリアとのつながりを意識した指導が一
層重要となる中、そうした授業改善に直結する学習指導要領
とするためにどのような方策が考えられるか。
（中略）

生成 AI をはじめデジタル技術が飛躍的に発展する中、小中高
等学校を通じた情報活用能力の抜本的向上を図る方策につい
てどのように考えるか。
（中略）

生成 AI 等の先端技術等に関わる教育内容の充実のほか、情報
モラルやメディアリテラシーの育成強化について教科等間の
役割分担を含めどのように考えるか。
（中略）

外国語教育について、小学校高学年の外国語科を導入する等、
小学校から高等学校まで大幅に充実がなされた中、生成 AI の
活用を含め、今後の在り方をどのように考えるか。また、手
軽に質の高い翻訳も可能となる中、外国語を学ぶ意義をどの
ように考えるか。

審議事項（抜粋）

概念習得・深い意味理解

情報活用能力の抜本的向上

情報モラル・メディアリテラシーの育成強化

生成AIの活用を含めた外国語教育のあり方・学ぶ意義
【出典】
初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について
（令和６年12月25日中央教育審議会諮問）
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令和６年度
（2024年）

令和７年度
（2025年）

令和８年度
（2026年）

令和９年度
（2027年）

令和10年度
（2028年）

令和11年度
（2029年）

令和12年度
（2030年）

令和13年度
（2031年）

令和14年度
（2032年）

学習指導要領の次期改訂に関するスケジュールの見通し

小
学
校

中
学
校

高
校

中
教
審
諮
問

24
・

12
・

25

答
申

26
年
末

改
訂

27
・
３
末

改
訂

28
・
３
末

論
点
整
理

25
・
９
末

審
議
ま
と
め

26
・
８
末

中教審における検討

周知・
徹底

周知・
徹底

周知・
徹底

2031年～全面実施

2030年～全面実施移行期間

2032年～
年次進行で

実施

移行期間

移行期間

教科書
検定

採択・
供給 使用開始

教科書
検定

採択・
供給 使用開始

教科書
検定

採択・
供給 使用開始

各教科
等の

WGで
の議論
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一昨年末、文部科学大臣から中央教育審議会へ、２つの諮問が行われた

学習指導要領自体に関する諮問 学習指導要領の実現の担い手である
教師に関する諮問

初等中等教育における教育課程の
基準等の在り方について

⇒ 学習指導要領の次期改訂

多様な専門性を有する
質の高い教職員集団の形成を
加速するための方策について
⇒ 教師の量的・質的確保

２つの諮問は連携しながら現在、中央教育審議会で検討が行われている
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目標・内容の構造は表形式で学習指導要領に掲載

（内容）並列パターン （内容）並行パターン

「知・技」の内容のまとまりに対応した
固有の「思・判・表」が想定できる教科
（地歴・数学・理科など）

「知・技」が全体として「思・判・表」
の深まりを支える教科
（国語・英語など）

【出典】令和７年10月 14日総則・評価特別部会資料１ー１

40
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概念習得や深い意味理解を促す学習指導要領にするための方策（再掲）

１）各教科等の「中核的な概念等」を中心に、学習指導要領の
目標・内容の一層の構造化を図る

２）目標・内容の構造を学習指導要領で示す際は、表形式や
箇条書きを積極的に活用する

39
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次期学習指導要領における目標・内容の構造化のイメージ

【現行学習指導要領】 【次期学習指導要領】

【出典】令和７年４月25日教育課程企画特別部会資料１

【出典】令和７年９月25日中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」

38
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「中核的な概念」等と「見方・考え方」

見方・
考え方

【出典】令和７年４月25日教育課程企画特別部会資料１

「見方・考え方」の側面の１つである
「各教科等の学びの深まり」を
「中核的な概念等」として示す
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なぜ、「中核的な概念等」を中心に目標・内容の構造化を図るのか？

「中核的な概念等」の理解

個別の知識の習得

生きて働く学力

学習指導要領で育成を目指す資質・能力は、
「中核的な概念等」の理解によって生きて働くものとなる

生きて働かない学力

36
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「中核的な概念」とは？

酸化

木片は燃やすと
軽くなる

単元などの、一定の内容のまとまりを通じて理解する主要な概念等

鉄は燃やすと
重くなる

燃焼 錆の発生 老化

事実的知識
（個別の知識）

概念

個別の知識、
概念が統合・

結集

中核的な概念

近代化

廃藩置県 徴兵令

日本の近代化
（明治維新） 西洋の近代化

個別の知識、
概念が統合・

結集

地租改正

【例】化学 【例】日本史

広範囲の出来事・現象の
理解や予測に役立つ
（転移が可能）
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スライド 47
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© Benesse Corporation

情報活用能力の育成に係る各教科等の関係

【出典】令和７年12月８日教育課程部会情報・技術WG 資料１

46

© Benesse Corporation

情報活用能力の抜本的向上の方向性イメージ（教育課程の改善）

【出典】令和７年９月25日中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」

45
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次期学習指導要領における「情報活用能力」の定義（構成要素）

情報技術の活用が
前提であることを
明確化現行学習指導要領における

「情報活用能力」の定義

世の中の様々な事象を情報
とその結びつきとして捉え、
情報及び情報技術を適切か
つ効果的に活用して、問題
を発見・解決したり自分の
考えを形成したりしていく
ために必要な資質・能力

【出典】令和７年９月25日中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」

44
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「中核的な概念の深い理解」や「中核的な概念等」は別の言葉に置き換わることに

【出典】令和７年10月14日総則・評価特別部会資料１ー１

【論点整理時】

【総則・評価特別部会での議論の結果】

論点整理では、「知・技」の深まりを「中核的な概念の深い理解」、
「思・判・表」の深まりを「複雑な課題の解決」、それらをまとめ
て「中核的な概念等」と呼んでいたが、新たな用語が増えることを
避けるため、それぞれを「知識及び技能の統合的な理解」「思考
力・判断力・表現力等の総合的な発揮」「高次の資質・能力」と
呼ぶことに

２つの総称は
「高次の資質
・能力」

43
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現行の学習指導要領の記載

【出典】「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）」

42

© Benesse Corporation

目標・内容の構造は表形式で学習指導要領に掲載

【出典】令和７年12月２日理科WG資料
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© Benesse Corporation

教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

１．現状や予想される将来に対応した学習内容の在り方

現代社会の重要なインフラとなりつつあるAI技術や数理科学、データサイエンスの仕組みを理解し、適切に利活用できる
ようにする観点から、それらの理論的・技術的基盤である線型代数学、解析学、確率論、統計学の基礎に関する学習（それ
ぞれ行列、微分・積分、確率、統計）を教育課程上より重視してはどうか（高等教育における数理・データサイエンス・
AIモデルカリキュラムとの接続に留意が必要）。⇒「行列」の復活

国際的な学力調査で日本の15歳の数学的リテラシーは世界トップクラスを維持している一方、高校卒業後の進路として
理工系が選択されない現状（学部生のうち理工系は17%）。この一因として、数学教育全体を通じて、数学と社会・職業
との関係が十分理解されていない状況があることや、高校の教育課程で数学全体の見取り図を示すようなガイダンス的な
機能がないことを踏まえ、これらについて学ぶ学習内容を設けてはどうか。⇒「数学ガイダンス（仮称）」の新設

AI技術やデータサイエンスが急速に進展するなど、変化が激しく将来が予測不可能な社会となりつつある中、「自らの
人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手」として生きていくためには、論理的、批判的に考え、
判断できる力（クリティカル・シンキング）が必須であることから、数学的推論や論証（証明）等に関係する学習を充実
してはどうか。⇒「社会を読み解く数学（仮称）」の新設

学習に対する興味・関心が低下している傾向や市民生活や職業生活における数学の重要性の高まりを踏まえ、生徒が数学を
学習する意義を実感できるようにすることが必要。このため、日常の事象を数学的にモデル化する学習など探究的な要素を
含む学習を充実させてはどうか⇒。 「社会を読み解く数学（仮称）」の新設

数学 算数・数学ワーキンググループでの議論

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料
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AIを使いこなす力の育成に向けた２つのアプローチ－AIを活用して学ぶ（①活用）

AIを使いこなす力（≒AIリテラシー）の具体的内容に関しては、
情報活用能力の「①活用」「②適切な取扱い」「③特性の理解」という枠組みを意識しながら、

「AI自体を学ぶこと（②適切な取り扱い、③特性の理解）」と「AIを活用して学ぶこと（①活用）」に分解し、学校段階ごとに検討する

【出典】
令和８年２月13日教育課程部会
情報・技術WG資料１

AIを多様な情報と結び
付け、処理し、新たな
情報を予測・生成する
情報技術として捉え、
他の情報技術と組み合
わせながら、探究的に
問題・課題を発見・解
決するという情報科の
学習過程をより充実さ
せるための活用方策を
身につける
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AIを使いこなす力の育成に向けた２つのアプローチ－AI自体を学ぶ（②適切な取り扱い、③特性の理解）

AIを使いこなす力（≒AIリテラシー）の具体的内容に関しては、
情報活用能力の「①活用」「②適切な取扱い」「③特性の理解」という枠組みを意識しながら、

「AI自体を学ぶこと（②適切な取り扱い、③特性の理解）」と「AIを活用して学ぶこと（①活用）」に分解し、学校段階ごとに検討する

「②適切な取扱い」 「③特性の理解」

【出典】
令和８年２月13日教育課程部会
情報・技術WG資料１

「情報Ⅰ」においては、AIに関
する独立した内容項目を設ける
のではなく、すべての内容項目
においてAIに関する特性や適切
な取扱いに関連する内容を扱う
方向で検討

「情報Ⅱ」においても、すべて
の内容項目をAIと関連させなが
ら学ぶ前提の下、さら「（３）
AI（仮称）」において、AIの開
発・提供に資する発展的な内容
を深く学ぶこととし、機械学習
などの数理・データサイエンス
教育の応用基礎レベルの要素を
一部含む方向で検討
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「メディアリテラシー」に関する内容の考え方

【出典】
令和８年２月13日教育課程部会
情報・技術WG資料１
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教育課程における「メディアリテラシー」の位置づけ

【出典】令和８年２月13日
教育課程部会情報・技術
WG資料１

生成AIによるハルシネーションや、人間の認知特性を踏まえたアルゴリズムによる情報の取捨選択や提示
の最適化が進む中、真偽不明なものも含めて情報があふれるデジタル社会においては、真に必要な情報を
吟味し、適切に取り扱う力の重要性が高まっており教育課程においてもその整理が必要 「メディアリテラシー」は、

情報を社会的・文化的背景
の中で吟味し批判的に評価
したり、発信したりして、
社会参画する考え方や態度
であり、情報活用能力の構
成要素と捉える

各教科等で育ま
れた「クリティ
カル・シンキン
グ」を、情報活
用能力の育成の
核となる教科等
において統合的
に働かせて「メ
ディアリテラ
シー」を育成

48
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情報活用能力の抜本的向上が目指す姿

【出典】令和７年12月８日教育課程部会情報・技術WG 資料１

文理の枠を超え、高校卒業生全員に対し、
数理・データサイエンス・AIを「日常の生活や仕事等の場で使いこなす」ことができる

「リテラシーレベル」の学習を保障する枠組みを構築
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

【出典】令和７年12月24日教育課程部会
外国語ワーキンググループ資料

外国語 外国語ワーキンググループでの議論

AIにより手軽に翻訳・通訳が可能と
なる中であっても、出力の正確性・
適切性を批判的に検討したり、ツー
ルの力も使いつつも、リアルなコ
ミュニケーションを行ったりするた
めには相応の英語力が必要という視
点や、 外国語によるコミュニケー
ションのためにAI技術を効果的に活
用する力が必要という視点もある

人間同士のリアルなコミュニケー
ションにより、翻訳やAIを介する場
合と比べて得られる情報が格段に広
がり、多面的視野に繋がる

58
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

数学

【「行列」に含まれる内容のイメージ】

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料

算数・数学ワーキンググループでの議論
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

数学

【「社会を読み解く数学（仮）」で扱う内容のイメージ】

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料

算数・数学ワーキンググループでの議論
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

数学

【「数学ガイダンス(仮)」に含まれる要素のイメージ】

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料

算数・数学ワーキンググループでの議論
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料

数学

【科目構成案】

■必履修科目「数学Ⅰ」に新たな分野
として「数学ガイダンス（仮）」
「社会を読み解く数学（仮）」を設置

■「数学A」「数学B」「数学C」の
区分けをなくし、必要な学習内容
（分野）の選択を容易に

■「行列」の復活

■「社会を読み解く数学（仮）」は、
「数列」「行列」「統計的な推測」
「場合の数と確率」から基礎的素養を
抽出し、構成

算数・数学ワーキンググループでの議論

54
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

２．生徒の多様なニーズに対応する科目構成の在り方

現行、全ての高校生が履修する「数学Ⅰ」については、高等学校卒業時点で身に付けておくべき数学的素養の修得のために
必要となる内容に整理したうえで、引き続き、必履修科目として位置づけてはどうか。⇒「数学Ⅰ」の学習内容の見直し

現行、履修の順序が規定されている選択科目「数学Ⅰ→数学Ⅱ→数学Ⅲ」については、既習事項を基に新しい事項を学習
すべき内容であることから、引き続き、履修の順序を規定することは妥当と考えるがどうか。各科目の学習内容に見直すべき
点はあるか。 ⇒「数学Ⅰ」の学習内容の見直し

現行の「数学A」「数学B」「数学C」については、以下の実態が生じていることから、生徒が自らの進路希望等に合わせ、
必要な学習内容を選択履修しやすくなるよう、各学校が柔軟にカリキュラムを編成・実施できる方向で見直してはどうか。
⇒「数学A」「数学B」「数学C」の区分けをなくす

✓高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教育に繋がる学習内容を含め、重要度の高い内容が、数学A・B・Cに散在し、
私大文系志望者に十分履修されていない実態

✓社会生活・職業生活、人生設計における合理的判断に必要な内容について、全員が学んでいない実態

以上の検討を行うに当たり、論点整理で提言された、「高等学校における科目の柔軟な組み換えを可能とする仕組み」の
積極的な活用の促進について、生じうる課題とその対応策を含めてどのように考えるか。

数学 算数・数学ワーキンググループでの議論

【出典】令和７年12月22日算数・数学WG資料
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

外国語 外国語ワーキンググループでの議論

【出典】令和８年２月20日教育課程部会
外国語ワーキンググループ資料１

外国語教育においてAIの適切な活用
は有効である旨を、学習指導要領に
明記する方向

その際、

●教師やALT等の指導における効果
的な位置づけや活用方法、留意点

●児童・生徒による効果的な活用
方法や留意点

● 授業内と授業外（家庭学習等）
との連携を意識した活用

といった点も具体的に示す方向

60
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教科ワーキング・グループにおける、生成AIが関連する議論の一例

外国語 外国語ワーキンググループでの議論

【出典】令和７年10月30日教育課程部会
外国語ワーキンググループ資料１
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社会の動き: 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 5

文部科学省 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm

社会の動き: 2040年の就業構造推計(2) 4

経済産業省  2040年の就業構造推計について
https://www.mext.go.jp/content/20250127-mext-kanseisk01-000046070_6.pdf

社会の動き: 2040年の就業構造推計(1) 3

経済産業省  2040年の就業構造推計について
https://www.mext.go.jp/content/20250127-mext-kanseisk01-000046070_6.pdf

自己紹介: 宿久 洋

• 現職：同志社大学文化情報学部教授
同志社大学 高等研究教育院 所長

• 専門：統計科学
• 学位：博士（工学）
• 経歴：九州大学理学部数学科卒
   九州大学大学院総合理工学研究科修了

鹿児島大学理学部助手，助教授を経て現職
• 学会活動

CIEC(コンピュータ利用教育学会) 理事，元副会長
統計関連学会連合 監事，前理事長
日本分類学会 評議員，前会長
日本計算機統計学会 理事，評議員，前副会長
 International Statistical Institute, Elected Member
 International Federation of Classification Societies, Council Member

2

目次

• 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定事業
• 同志社大学での取組

DDASHの概要・評価
• DDASHの学習環境

生成AI(DAIB)の活用，電子教科書の活用
• 今後の展開

個別最適化学習システム

1

DDASH

大規模私立大学における生成AIと電子教科書を援用
したデータサイエンス・AI教育

同志社大学高等研究教育院所長
同志社データサイエンス・AI運営委員会委員長

宿久 洋
(同志社大学 文化情報学部)

2月２８日（土）
２０２５年度 第31会FD・SDフォーラム 
第６分科会：EdTech で推進する個別化教育

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

宿久　洋　同志社大学 同志社データサイエンス・
　　　　　AI 教育プログラム運営委員会 委員長
　　　　　同志社大学 文化情報学部 教授
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
DDASHプログラムの受講・単位取得状況

• 2025年度からの受講開始学生
DDASH-Lを履修開始した学生は3,190名
DDASH-Aは299名
DDASH副専攻は80名

• 2025年度現在のDDASHの履修者数は7,736名(在籍者26,853人中)
全学の3割の学生が履修
1,304名がすでにDDASH-L修了要件を満たしている
2026年度に5,000名を目標に進めていたが2024年度に前倒しで目標を達成

11同志社データサイエンス・AI教育プログラム(DDASH)

DDASH副専攻
同志社データサイエンス・AI教育プログラム
+ 学部専門科目

10

DDASH-A
• 科目構成
必修科目: （8単位）
「データサイエンス概論」「データサイエンス基礎」
「データエンジニアリング基礎」「AI基礎」
選択科目: （各2単位）

「数学」「自然科学特論」
「データサイエンス１」「データサイエンス２」
「データサイエンス・AI演習」「サイバーセキュリティ入門」
「論理的思考の基礎（１）」「論理的思考の基礎（２）」
「論理的思考の応用（１）」「論理的思考の応用（２）」
「Statistics for the Social Sciences and Humanities」 

• 修了要件
必修科目8単位,選択科目4単位以上,計12単位以上を修得

同志社データサイエンス・AI教育プログラム(DDASH) 9

自然・人間科学系科目

人文科学系科目

国際教養科目

認定有効期限：2029(令和11）年3月31日

同志社データサイエンス・AI教育プログラム(DDASH)

DDASH-L
• 科目構成
必修科目: （2単位）

「データサイエンス概論」
選択科目: （各2単位）

「数学」「自然科学特論」
「データサイエンス１」「データサイエンス２」
「データサイエンス・AI演習」「サイバーセキュリティ入門」
「論理的思考の基礎（１）」「論理的思考の基礎（２）」
「論理的思考の応用（１）」「論理的思考の応用（２）」
「Statistics for the Social Sciences and Humanities」 

• 修了要件
必修科目2単位,選択科目4単位以上,計6単位以上を修得

8

自然・人間科学系科目

人文科学系科目

国際教養科目

認定有効期限：2028(令和10）年3月31日

同志社データサイエンス・AI教育プログラム(DDASH)

DDASH-L

7

同志社データサイエンス・AI教育プログラム
https://doshisha-vision2025.jp/ddash/

同志社データサイエンス・AI教育プログラム(DDASH)

Doshisha Approved Program 
for Data science 
and AI Smart Higher Education
(DDASH)プログラム

6

DDASH-A(修了要件12単位以上)
文部科学省の
「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム認定制度

（応用基礎レベル）」に準拠

必修科目
「データサイエンス基礎」
「データエンジニアリング基礎」
「AI基礎」

DDASH副専攻(修了要件20単位以上)
DDASH-LとDDASH-Aを包含した
教育プログラム

DDASH-L(修了要件6単位以上)
文部科学省の
「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム認定制度

（リテラシーレベル）」の
認定プログラム

必修科目
「データサイエンス概論」
同志社データサイエンス・AI教育プログラム
https://doshisha-vision2025.jp/ddash/
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スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18
DAIB: 外観 17

授業回選択後に
キーワード等を
自動切り替え

メニュー
機能一覧

参考資料の
提示

チャット
タイトル

授業チャッ
ト開始

動画検索
機能

チャット
履歴

Azure App Service

参考動画
の提示

選択した
授業に特化

DAIB 16

App Service + Azure Open AI Service

生成AIの活用

• DAIB (Doshisha AI Buddy)
生成AIを活用した学習支援システム

講義内容の要約
キーワード解説
設問作成
フリーワード質問

これらをセキュアな環境で利用可能に
＋個別の授業に特化した質疑応答を可能に

15生成AI活用実証事業

• 同志社大学、NTT西日本、NTT EDX 教育・学習活動への生成AI
活用実証事業スタート! ～教育・学習向け生成AIを活用した新た
な「教えと学び」の仕組みづくり～ (2023年11月16日)

14

＜生成AI利活用の概要＞
• 学生への学習支援の仕組み
• 教職員の教育支援の仕組み
• 生成AIの回答を電子教科書・電子教材に限定した利用検証
• 生成AIの仕組みを学習向けにチューニングするノウハウの展開
同志社大学, NTT西日本, NTT EDX 教育・学習活動への生成AI活用実証事業
https://www.doshisha.ac.jp/news/detail/001-JhliL9.html

DDASHプログラムの学習環境

必修科目のオンデマンドでの実施
• 受講生とのインタラクティブ対応

ティーチング・アシスタントによる質問対応
生成AIチャットボット DAIB

• 受講生のアセスメント
オンライン試験サービス：Testable

• 学習ツール
電子教科書：EDX UniText
動画配信システム：Panopto
LMS

• 修了者のフォローアップ
Linkedin Learning
paizaラーニング

13DDASHプログラムをめぐる状況

同志社大学
14学部・16研究科

今出川と京田辺2つのキャンパス
多様なバックグラウンドを持つ学生

在籍者26,853人

全学教育実施の際の課題
受講生が多いこと
受講生が多様であること

バックグラウンド知識がバラバラ
時間割もバラバラ（所属学部）
学習環境もバラバラ

12

今今今 今今
8今今 10今今今

今今 今今今今今今今今

今今 今今今今今今今今

今今今 今今今今今今今今今

今今 今今今今今今今今

今今今 今今今今今今今今今

今今 今今今今今今今今

今今今 今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今 今今今今今今今今今今今

今今今今今 今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今
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今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今 今今今今今今今今今

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

今今今今今今今

今 今今 今今
6今今 6今今今
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スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24
DAIB: 参考資料・参考動画 23DAIB：動画連携機能 22

「授業動画のどこで何を話していたか分からない」「復習に時間がかかる」――動画による学習では,必要な情報にすぐ
アクセスできないことが大きな課題です．そんな課題を簡単解決．講義動画を自動で文字起こし・要約し,キーワード検
索で該当シーンに即アクセス．学習効率を飛躍的に高めるスマートな学習支援機能です．

Before After

動画が長くて復習に
時間がかかる

どこで何を話していたか
すぐにわからない

動画要約で
復習がしやすくなった

キーワード検索で
すぐにアクセスできる

・動画を復習したい場合,要約が難しい
・ある情報を知りたい時,動画全体を見返す必要あり

復習に時間がかかる

・動画要約機能で簡単に要約可能
・キーワード検索で必要な所だけ視聴可能

学習効率の向上

DAIB: 授業資料キーワードの解説 21DAIB: 設問作成機能 20

回答を表示

DAIB: 授業動画要約 19

簡易要約・
詳細要約
を選択

DAIB: 授業資料要約 18

簡易要約・
詳細要約
を選択

疑問があれば
フリーワード機能で
さらに深堀り可能
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スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30
電子教科書の利用

• EDX UniText (NTT EDX)を利用
各回の講義資料スライドから教科書への参照リンクも用意

講義スライドと
教科書を関連づけて学習してもらう

29電子教科書の利用

• EDX UniText (NTT EDX)を利用
各回の講義資料スライド，教科書をEDX UniTextで参照可能に

28

EDX UniTextの機能

NTT EDX UniText
https://www.nttedx.co.jp/service

電子教科書の利用

• 著作権に特に留意をする必要がある資料の参照には注意が必要
特に教科書はダウンロードできてしまうことは避けたい

27DAIB <グラフ表示> 26

DAIB <数式表示> 25DAIB: 動画検索機能 24

別ページで
情報表示

検索したい
キーワードを入力
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今後の展開: 個別最適化学習システム <画面構成>

• 本システムは受講者用画面、教員用画面をそれぞれ用意する想定
• UIイメージは次ページ以降を参照

36

学生用画面構成
• メタ認知チェック・理解度確認問題

∟選択式の理解度自己評価画面/確認問題

• 個別問題
∟メタ認知/理解度確認問題の結果に応じた
個別の問題出題画面

• 採点結果
∟AIによる採点と解説画面

• ダッシュボード(予定)
∟通知、理解度や回答状況のグラフ、
他学生との比較分析、次回の目標記入 等

教員用画面構成
• 教員ダッシュボード(予定)

∟概要、キーワード理解度分析、学生管理、
講義分析のタブで構成

• 講義トピック管理
∟AIが作成したトピックの確認、登録、編集

• 個別問題管理
∟AIが作成した個別問題の確認、新規追加、
難易度設定

スライド 31

スライド 33

スライド 35

スライド 32

スライド 34

スライド 36
今後の展開: 個別最適化学習システム <想定される構成>
• 本機能は3つのエージェントと1つのオーケストレーターによって制御する想定

35

オーケストレーター
- 学習セッション全体の進行管理
- エージェント間の調整
- 学習状態の保存・復元（中断・再開機能）
- 終了条件の判定

①アセスメントエージェント
（評価・診断）

• メタ認知
• 確認問題
• 採点・評価
• 理解度診断

②ラーニングエージェント
（学習進行・適応）

• 振返り学習
• 二軸調整
• 問題出題
• 学習パス最適化

③フィードバックエージェント
（フィードバック）

• 個別フィードバック生成
• 学習まとめ
• メタ認知分析

データストア
• 事前準備データ（トピック・説明文）
• 学習状態データ（中断・再開用）

各エージェントの呼び出し・結果を統合

今後の展開: 個別最適化学習システム <主要機能要件>

• 主要な機能の要件概要

34

機能 要件

メタ認知チェック・理解度確認問題 ・講義ごとのトピックに対して3段階の自己評価
・受講者が選択した講義回の全トピック×2問出題に回答し、理解度を確認する
・メタ認知/理解度チェックの結果から自己評価とのずれがあるかどうかをAIが判断し表示

個別問題生成・採点 ・問題自体はDAIBで作成した問題の設問プールから使用
・難易度：3段階、出題形式：選択問題で、AIが設問プールから自動で出題
・回答中、出題内容や問題の解説は、正誤に応じ、難易度・ヒント（足場）を自動で上下させる
・回答結果はAIが採点し、解説付きで表示する（解説レベルあり）

学習結果ダッシュボード(予定) ・メタ認知/理解度チェック、個別問題回答の結果をもとに、AIからの評価、自己評価、同じ授業の受講
生の平均（もしくは中央値）を表示

次回目標(予定) ・1カ月単位もしくは授業4回ごとを「ターム」とし、学習結果ダッシュボードの結果の振り返りと次回のターム
の目標を記載する

教員用分析ダッシュボード(予定) ・メタ認知や問題を回答した受講者の学習状況への評価や、メタ認知チェック/理解度確認、個別問題
回答の提出率や理解度の推移をグラフで表示
・講義トピックごとの理解度ヒートマップやAIによる相関分析結果の表示

今後の展開: 個別最適化学習システム <システム概要>

• システム全体の流れ(予定)

33

①講義終了
本システム上で学習者は受講済み講義から、振返り
対象とする講義回を選択

②メタ認知チェック
講義キーワードに対する理解度を自己認識によって
判定する「3段階のメタ認知チェック」を受講者が実施

③理解度確認問題
受講者が選択したトピックに応じてAIが生成した確認
問題に回答

④メタ認知評価
自己評価と正答状況をAIが比較・分析し、解説と
評価を行うことで、受講者のメタ認知を促す

⑤個別問題出題
設問プールから受講者の理解度に応じて、適切な難
易度の問題を出題

⑥設問回答・チャット機能
受講者は個別生成された選択問題に回答
回答中にはチャット機能を用いて都度QA可能

⑦AI自動採点・フィードバック
AIが学生の設問回答を自動採点し、結果を学生に
返送
採点結果には個別フィードバックも含まれる

⑧学習結果ダッシュボード(予定)

受講者向けに、受講回を通じた自分の学習結果や
成長、他者と比較した自分の位置を可視化できる
ダッシュボードが自動生成

⑩教員用分析ダッシュボード(予定)

教員向けに、アンケート・設問回答データを基にした
講義全体の理解度推移等を可視化するダッシュボー
ドを提供

⑨次回目標(予定)
設定されたタームごとに、学生がこれまでの反省と次
回の授業に向けた一言目標を入力

今後の展開: 個別最適化学習システム <システム概要>

• メタ認知的気づきを活用したシステム
自主的な学習調整による一連のサイクルを通した学生一人一人の理解度に合わせた学習のフォロー
AIからのフィードバックを受けることで自身の理解度状況を把握することができ、自発的な学習意
欲を高める

32

改善計画：計画の
更新

内省：自己評価・
自己認知修正

①メタ認知
チェック・理解
度確認問題
実施

自分の理解度の認識
主観的な自己認知

②個別問題
出題・解答

実際の学習活動

③採点・AIの
個別FB

結果からの自己評価
および第三者からの他
社評価

④ダッシュボー
ド確認

他学生比較による客
観化
自己認知修正

⑤次回の目標
設定

自律的学習に向けた方
向付け
一言目標

学
習
の
サ
イ
ク
ル

メタ認知：自己認知と学習活動 フィードバック：気
づき

内
発
的

動
機
付
け
観
点

自己評価
自己評価をすることで主
体的関与を促進

自己立案
自分で計画を立案する

成功体験
レベル別課題を解くことで
成功体験につながる

手ごたえ
成長の手ごたえを感じら
れる

自分の位置づけ
他者比較することで自分
の位置を認識できる

今後の展開: 個別最適化学習システム <目的と背景>

• 高等教育における課題に対し、メタ認知的気づきや自主的な学習調整による
個別最適化学習の導入を目指す

31

 一律教育では学習者の個別ニーズに対応困難
 教員の個別指導負荷が高い
 学習者が自発的に学習する習慣が減っている
 学習者の自己認知精度が低い

• 解決へのアプローチ

 学習者理解度に応じた個別最適化
 AIによる効率的な学習支援
 自主的な学習調整による自律的な学習習慣や
振り返りの定着

 メタ認知的気づきによる自己認知向上

 メタ認知的気づきの導入の背景
メタ認知的気づきとは「自分の学習について考える力」であり、「何がわかっていて、何がわからないか」を正確に把握する能力
メタ認知的気づきのスコアが高いとGPAが優位に高く、学習への意欲・満足度向上にもつながるという研究報告がある
学習者は自身の理解度を適切に把握でき、AIシステムは個々の学習状況を正確に把握し、最適な難易度の問題やコンテンツを提供可能

• 従来教育の課題
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スライド 37

スライド 39

スライド 38

スライド 40
学生に期待される学びの形

• 生成AIの有効活用：学習のパートナーとしてのAI
AIの基礎的な知識やリスク，プライバシー問題を把握した上で，

AIの出力を鵜呑みにせず，学生自身の考察や編集を加えるなど
「使いながらも主体的に考える」

• ICT機器の有効活用：AI時代の学習基盤
AIを活用した個別最適な学習システムやアダプティブラーニングなど
学生一人ひとりの理解度に応じた学習

VR（仮想現実）やAR（拡張現実）技術を利用した
メタバース（3次元仮想空間）での学習

• 教室以外の環境での学び：多様な学習環境
時間や場所にとらわれない対面授業とオンライン授業を組み合わせた
ハイブリッド型授業

実社会と連携した探究型・プロジェクト型授業（PBL）

40今後の展開: 個別最適化学習システム <教員用画面イメージ＞

• 教員ダッシュボード（つづき）

39

今後の展開: 個別最適化学習システム <教員用画面イメージ＞

• 教員ダッシュボード

38今後の展開: 個別最適化学習システム <学生用画面イメージ＞

• ダッシュボード

37
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